
２．評価対象設備の抽出
　・安全機能を有する機器・構築物はない。
　・放射性廃棄物を内包する施設・設備を対象と
　　する。

１．ストレステスト実施体制の確立

２．評価対象設備の抽出
　・安全機能を有する機器・構築物の
　　抽出
　・潜在的リスクの同定

３．起因事象の検討
◆自然現象

・地震を起因事象に至る自然現象に設定

１．実施計画策定
　・評価手法、実施体制、工程を含む実施計画を策定
　・廃棄物管理施設保安規定の保安活動に係る品質
    保証の仕組みの下に実施

３．起因事象の検討
◆自然現象

・地震 津波及びこれらの重畳事象

起因事象

◆　地震

安全機能を有す
る構築物、系統及
び機器がないこと

から、該当なし

自然現象が「安全機能喪失」に
よらず「設計上の想定を超える事
象」に進展するもの

線
量

低

①放射性物質を放出する
　火災
②放射線の漏えい
③放射性物質の漏えい
　これらの事象の同時発生、
あるいは一つの事象の複数
箇所での発生を考慮

設計上の想定を超える事象
過度の放射
線被ばくを
与える事象

安全機能の喪失自然現象

5ｍSv

高

設計上の想定を超える事象

進展
しない

×

・　全交流電源喪失
・　火災
・　建物・構築物の倒壊、
　 　損傷
・　これらの重畳

廃棄物管理施設の特徴に応じた評価

評価シナリオと評価方法

*1：施設の保安に必要な電源の喪失
*2：不燃性材料の使用等により火災発生の可能性は
　　極めて小さいが、地震に係る起因事象として設定

   ・高線量の放射性廃棄物を取り扱う施設において、敷設されているセル等の遮へい設備が倒壊又は損傷

   ・施設から直接ガンマ線及びスカイシャインガンマ線
*3

が漏えい
   ・周辺公衆の実効線量を算定

   ・容器に封入していない又は固型化していない不燃性の放射性廃棄物が建家・構築物の倒壊又は損傷により漏えい
・放射性廃棄物の漏えいにより核種毎の飛散率に応じて放射性物質量が施設内の大気中に飛散

４．設計上の想定を超える事象
  ①放射性物質を放出する火災
　　　容器に封入していない又は固型化していない
　　可燃性廃棄物の焼失
  ②放射線の漏えい

遮 設備 損傷による放射性廃棄物から

　 地震を起因事象に至る自然現象に設定
　・津波は考慮しない。（敷地標高約24m～35m）
◆安全機能の喪失による進展
　・左記に該当する安全機能喪失なし
◆安全機能の喪失によらない進展

　・全交流電源喪失 
*1

、火災 
*2

 、建物・構築物の倒
    壊又は損傷及びこれらの重畳とする。

４．設計上の想定を超える事象の検討
　・放射性物質を含む溶液の沸騰
　・水素、TBPの錯体等による爆発
　・放射性物質を放出する火災
　・臨界

放射性物質 放射線の漏えい

① 火災放出シナ
　　リオ

③ 閉じ込め機能

② 遮へい機能喪失
　　シナリオ

   ・容器に封入していない又は固型化していない可燃性の放射性廃棄物が焼失
   ・焼失により放射性廃棄物中の放射性物質が核種毎の移行率に応じて施設内の大気中に移行
   ・施設内の大気中に移行した放射性物質は、排気浄化装置及び排気口を介さず、倒壊又は損傷した建家から全量放出
   ・放出核種は、取り扱う放射性廃棄物に含まれる量の多い核種及び被ばく評価で影響の大きい核種
   ・周辺公衆の実効線量を算定

　・地震、津波及びこれらの重畳事象
　・その他の自然現象
◆安全機能の喪失
　・全交流電源喪失
　・崩壊熱除去
　・水素の滞留防止・供給停止
　・これらの重畳

起因事象

◆　地震

安全機能を有す
る構築物、系統及
び機器がないこと

から、該当なし

自然現象が「安全機能喪失」に
よらず「設計上の想定を超える事
象」に進展するもの

線
量

低

①放射性物質を放出する
　火災
②放射線の漏えい
③放射性物質の漏えい
　これらの事象の同時発生、
あるいは一つの事象の複数
箇所での発生を考慮

設計上の想定を超える事象
過度の放射
線被ばくを
与える事象

安全機能の喪失自然現象

5ｍSv

高

設計上の想定を超える事象

進展
しない

×

・　全交流電源喪失
・　火災
・　建物・構築物の倒壊、
　 　損傷
・　これらの重畳

*3：地上の放射線源から、上方に放出された放射線のうち、大気により散乱され地上に戻ってくるもの 

No

―

（注1）一つの事象について、その事象が発生する全て
　　　　の施設の合算値

（注2）周辺公衆への影響の最大値を求めるために消火
　　　　等の防護活動を行わないとして評価した値であ
        り、大洗研究開発センター内の防護活動により、
       影響を低減することが可能である。

（注3）周辺監視区域外における線量率は約0 06μSv/h

―

事象の進展による
影響

火災
廃棄物の火災による
放射性物質の放出

①放射性物質を放
出する火災

約3.5
(注2）

―
(注3）

建物 構築物の

遮へい機能喪失によ
る放射線の漏えい

②放射線の漏えい

周辺公衆に与える
被ばくの評価（ｍSv）

(注1）

６．周辺公衆への過度の放射線被ばくに至らない事
　　象の評価

  ・放射性廃棄物の漏えいにより核種毎の飛散率に応じて放射性物質量が施設内の大気中に飛散
   ・施設内の大気中に飛散した放射性物質は、排気浄化装置及び排気口を介さず、倒壊又は損傷した建家から全量放出
   ・放出核種は、取り扱う放射性廃棄物に含まれる量の多い核種及び被ばく評価で影響の大きい核種
   ・周辺公衆の実効線量を算定

　　　遮へい設備の損傷による放射性廃棄物からの
　　漏えい
  ③放射性物質の漏えい
　　　容器に封入していない又は固型化していない
　　不燃性廃棄物からの漏えい
  ・これらの事象の同時発生、あるいは一つの事象
   の複数箇所での発生

全交流電源喪失 施設に影響なし

５．安全対策喪失時の評価
　・事象進展を仮定しイベントツリーの
　　作成
　・使用可能な防護措置の有効性と
　　限界

　・放射性物質・放射線の漏えい
　・これらの事象の同時発生、あるいは
　　一つの事象の複数箇所での発生

設計上の想定を
超える事象

③ 閉じ込め機能
　　喪失シナリオ

評価事象と評価結果

起因事象

周辺公衆への過度の

放射線被ばくに至る

No

Yes 約0.11

（注3）周辺監視区域外における線量率は約0.06μSv/h
        であり、平常時の周辺監視区域外の値とほぼ同じ
　　　　値であることから、周辺公衆に与える被ばくの評
        価に影響しない。

評価のまとめ

閉じ込め機能喪失に
よる放射性物質の漏
えい

別紙（３）　大洗研究開発センター廃棄物管理施設の安全性に関する総合的評価の結果について （概要）

(注3）

③放射性物質の漏
えい

建物・構築物の
倒壊、損傷

る放射線の漏えい

「発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査
指針」を参考とする。

　大洗研究開発センターの廃棄物管理施設において設計上の想定を超える事象が発生しても、周辺公衆に過度の放射線被ばく*を与えることは
ないと判断される。（＊：発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査指針を参考）

８．ｱｸｼﾃﾞﾝﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ対策の効果の
　　評価

７．安全裕度の評価

周辺公衆への過度の

放射線被ばくに至る




